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研究成果の概要（和文）： インド最古の讃歌集『リグヴェーダ』（前 1200 年頃）のドイツ語全

訳計画（ヴィッツェル教授と共編）中，研究代表者の担当分（全体の約半分）について作業し

た。四年間にリグヴェーダ全 10 巻を四巻に分けて出版する予定であったが，取り組みの深化，

出版社の移転などの事情から，第一巻（I－II）の出版を見るに留まった。第二巻（III－V）は

校正中，第三巻（VI－VIII）は原稿作成中であり，全巻完成には 3－4 年を要する見込みである。

研究の基礎作業として『古インドアーリヤ語歴史文法』を英語で作成，間もなく出版される。 
 
研究成果の概要（英文）：The task shares a German translation project of the The Rig-Veda, the earliest 

Indian hymns collection redacted about 1200 B.C., by Witzel (Harvard) and me. During these four years 

we could publish Vol.1 (Rig-Veda I-II), in which I translated and annotated I 94-191, II 35, and wrote the 

glossary to the volume; Vol. 2 (III-V, I am in charge of Book IV) is now under the publisher’s redaction; 

manuscripts for Vol. 3 (VI-VIII, I deal with Book VII) are under preparation. The whole project will be 

accomplished in three or four years. Old Indo-Aryan morphology and its Indo-Iranian background 

which I wrote as a basic tool for researches will soon be published by Austrian Academy of Sciences. 
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１．研究開始当初の背景 

  インド最古の文献『リグヴェーダ』はイン

ド・ヨーロッパ語族の遺したまとまった文献

としても最重要資料の一つであり，人類史の

理解に欠かせない意義を持つ。しかし，原文

は難解であり，人類の共有財産として翻訳を

提供することも容易ではない。現在標準的に

用いられる全訳は，ゲルトナー（マールブル
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ク）によって 1920 年代に完成され，1951 年

に出版されたドイツ語訳である。その後最近

まで引き続き出版された英語，ロシア語，日

本語，フランス語などによる近代語全訳ある

いは抄訳は，全体としてゲルトナー訳の理解

の上に立っていると言える。その後およそ 80 
年の間にインド・ヨーロッパ語歴史文法の成

果を中心に達成された研究成果の蓄積は，今

日新たな全訳を可能かつ必要としており，折

しもドイツの大手出版社グループが世界の

宗教文献を網羅するシリーズを計画し，第一

冊目としてリグヴェーダの翻訳を要請して

きた。同門のヴィッツェル教授（ハーヴァー

ド大学）とともにドイツ語による全訳と解説

とを引き受け，他の研究者の参加をも得て全

四巻で出版することとした。この中，研究代

表者による分担部分の遂行に本助成金の援

助を受けるものである。 
 
２．研究の目的 

  『リグヴェーダ』全 10 巻（アウフレヒト

による定本で 923 頁）をドイツ語に翻訳し，

注解を付す。全四巻を予定。最新の学的水準

を反映すべく努め，かつ，古代の宗教，社会，

生産等を理解するための基礎資料を，解りや

すく信頼できる形で提供する。その中，研究

代表者は第 I 巻後半（94－191），第 II 巻第

35 讃歌，第 IV 巻全体，第 VII 巻全体，第 X
巻の約半分を担当し，全体の編集，企画，語

彙集・術語集作成を担当する。出版時の頁数

にして全体の約半分に当たるこれらの作業

のために助成を受ける。 
 
３．研究の方法 

  担当部分について，原典に忠実なドイツ語

訳を作成し，必要な注解を付す。解釈に直接

必要なものについては二次文献をも記録収

録する。特に，インド・ヨーロッパ語比較言

語学の分野における重要な成果を盛り込み，

検証可能な正確性を追求するとともに，ドイ

ツ語で理解可能な翻訳と注記その他を作成

する。常に参照する「工具」としては，アウ

フレヒトによる原典出版第 2 版 (1877)，ゲル

トナー訳(1920 年代，1951 年出版)，グラース

マン辞書 (1872－1875)，ヴァッカーナーゲル

とデブルンナーによる『古インド語文法』

((1896－)，オルデンベルク (19 世紀末－20
世紀初め)，ルヌー（20 世紀中頃を中心）の

諸研究，マイルホーファー語源辞典（1986－
1997）などが挙げられる。さらに，ホフマン，

ナルテン，ゴトー，シェーファー，キュンメ

ル等の動詞研究，スカルラータによる語根名

詞複合語研究など，比較的最近の諸研究を活

用する。 
 
４．研究成果 

(1) 第 1 巻（リグヴェーダ第 I 巻，第 II 巻）

をヴィッツェル（ハーヴァード），ドーヤマ 
(大阪)，ヤジッチ (ザグレブ) の分担によって

刊行した（2007），→ 次項〔図書〕②。対象

の重さから，書評が出揃うにはさらに数年懸

かるものと思われるが，マイルホーファー 
(ウィーン) は Historische Sprachwissenschaft 
(Historical Linguistics) 121 (2008 [2010]), 300－
305 に書評を寄せ，「ヴェーダ学，インド・イ

ラン学，印欧語比較言語学の巨匠二人の手に

なる今後数十年に亘るリグヴェーダ研究の

基盤」と評している。 

(2) 同第 2 巻（リグヴェーダ第 III, IV, V 巻）

の原稿を完成。現在校正中。研究代表者は第

IV 巻全体の翻訳・注解と語彙集とを担当し，

編集全般を監督した。第 II 巻をヴィッツェル

が，第 V 巻をスカルラータ（ツューリヒ）が

担当した。 

(3) 同第 3 巻に向け，現在第 VII 巻（ヴァス

ィシュタの巻）の翻訳・注解を進めている。

出版社の移転，責任者の交代に際しては，

2009 年秋に当時の社長，校正責任者を訪ねて

打ち合わせ，今後の編集により一層大きく関

わることを確認した。 

(4) 『リグヴェーダ』はインド最古の文献で

あり，後続する文献に見られる言語の基盤と

なっていると同時に，それらと大きく隔たる

古風な言語によって遺されている。また，イ

ンド・ヨーロッパ語比較言語学においても，

他の言語の諸文献を遙かに凌ぐ重要性をも

つ資料である。その価値は言語に留まらず，

生活実体，世界観の理解についても重要であ

る。特に，今日まで続くといっても過言では

ないインド・ヨーロッパ語族の拡大の背景に

ある理念，経済原理を確認する上でも，第一

級の史料である。しかし，『リグヴェーダ』

をはじめとするヴェーダ語を総括的に扱う

文法書としては未だにマクドネル (1910) が
用いられ，ヴァッカーナーゲルの創めた，よ

り学術的かつ詳細な文法 (1896－) は名詞部

分までの完成に留まっている (1957 まで)。し
かし，その後の研究の進展は新たな水準に達

している。特に，ヴェーダ語研究の中心はイ

ンド学からインド・ヨーロッパ語比較言語学

の分野に移り，その中で達成された成果は，

新たな概観を可能にする段階にあると判断



し，今後の研究の基礎となる歴史文法を簡潔

に英語でまとめた。幸い，オーストリア・ア

カデミー出版局から高い関心をもって向え

られ（因みに，厳しい査読あり），現在出版

のための事務手続中である，→ 次項〔図書〕

①。 
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